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論文内容要
 b日
 片麻痺歩行と短下肢装具(AnkleFootOrthosis:AFO)に関する研究は過去にも数多く行
 われてきている。しかし,AFO間の比較にとどまる研究が多く,片麻痺歩行に必要とされる
 AFOの補助モーメントについてはふれられていなかった。しかし,最近の生体力学的研究から
 片麻痺歩行に必要とされるAFOの補助モーメントの最も重要な働きは,立脚初期の背屈方向補
 助モーメントであり,立脚中期から後期にかけての底屈方向補助モーメントは必要が無いことが
 明らかとなった。また近年,従来の底背屈方向へ大きな補助モーメントを発生する靴べら式短下
 肢装具(Shoe-HomBrace:SHB)に変わり,補助モーメントを発生しない継手付きプラスチッ
 クAFO(Free-jointAFO:FAFO)が用いられている。しかし,補助モーメントを発生しない
 FAFO,さらには生体力学的に明らかにされた背屈方向補助モーメントを与えたAFOが,片麻
 痺歩行に及ぼす影響については十分に明らかとさせてはいない。そこで本研究では,ヒ記AFO
 が,片麻痺歩行に及ぼす影響を明らかにするために,補助モーメント発生の有無による片麻痺歩
 行時の身体運動の変化を分析した。また,AFOの機能の影響を最反映すると思われる麻痺側下
 腿筋活動の変化についても合わせて分析を行った。
 実験は,10名の片麻痺者を対象に裸足および2種類AFOを用いた際の計測を行った。AFO
 の条件は,AFO-1(FAFO)とAFO-2(FAFOに背屈方向補助モーメントを付加)の2条件と
 した。身体運動は,三次元歩行計測により立脚期,遊脚期各相の身体重心位置を算出した。身体
 重心位置の移動時間,移動距離をもとに歩行速度を算出した。生体内筋活動は,モデル解析によ
 り麻痺側足関節モーメントを算出した。また,麻痺側の前脛骨筋(TA)と外側腓腹筋(GL)の
 2筋の動作筋電図学的解析を行った。
 AFOを用いることにより歩行速度は,立脚期および遊脚期の双方で有意に増加した。また,
 AFOに背屈方向補助モーメントを与えた際の歩行速度が,いずれの相でも最も高い値を示して
 いた。立脚期では移動時間が短くなることにより,遊脚期では移動距離が増加することにより歩
 行速度が増加していた。立脚期では,AFOを用いることにより立脚期3相(初期両脚支持期,
 単脚支持期,後期両脚支持期)全てでGしのTIEMG%が有意に増加していた。また,AFOに
 背屈方向補助モーメントを与えた際のGしのTIEMG%が,いずれの相でも最も高い値を示して
 いた。したがってAFOの背屈方向補助モーメントとGしのTIEMG%には,関連性があるもの
 と考えられた。遊脚期では,AFOを用いることによりGしのTIEMG%が有意に増加していた。
 一方,TAのTIEMG%は,Gしとは逆に有意に減少していた。これは,AFOを用いることによ
 りAFO-1では内反を,AFO-2では内反および底屈を制御することによりTAの筋活動が不要と
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 なりTAのTIEMG%が減少したものと推測された。また,AFO使用によるTAのTIEMG%
 の減少が,脱抑制によるGしのTIEMG%の増加を促しているものと考えられた。
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 審査結果の要旨
 現在,我が国の脳血管障害による片麻痺者人口は,約180万人と推定される。日常生活を営む
 うえで歩行は移動動作として最も重要な動作であり,片麻痺者の多くは歩行改善を目的とし短下
 肢装具(AnkleFootOrthosis:AFO)を用いている。AFOは,軽量かっ外観が良く装着が容
 易なことからその使用頻度は高く種類も豊富である。AFO装著により片麻痺者の歩行が,改善
 されることは臨床上も広く知られている。しかし,片麻痺者の歩行改善とAFOの持つ装具機能
 との関連性には不明な点が多々ある。AFOの装具機能には,足関節の内外反を制御し下肢筋力
 を補うために補助モーメントを発生することがあげられる。Lehmannをはじめとした過去の研
 究からAFOの装具機能の中でも補助モーメントは片麻痺者の歩行に大きな影響を及ぼすとされ
 ている。また,最近の生体力学的研究から片麻痺歩行に必要な補助モーメントは,立脚初期の背
 屈方向補助モーメントであるとの報告もなされている。しかし近年,臨床現場においては従来の
 補助モーメントを発生するAFOに変わり,補助モーメントを発生しない継手付きAFOが広く
 用いられている。
 本研究では,AFOの持つ装具機能が片麻痺歩行に及ぼす影響を明らかにすることを目的とし,
 AFOの補助モーメント発生の有無による片麻痺歩行の変化を,裸足歩行を基準に麻痺側下腿の
 筋活動と身体運動の観点から解析している。日常生活でAFOを使用している在宅片麻痺者10
 名を対象に,裸足,補助モーメントを発生しない内外反制御のみのAFO(AFO-1),内外反の
 制御に加え背屈方向補助モーメントを発生するAFO(AFO-2)の3条件で計測を行っている。
 その結果,片麻痺者の歩行速度は,裸足,AFO-1,AFO-2の順番で立脚期,遊脚期のいずれ
 の相でも有意に高い値を示していた。麻痺側下腿の筋活動は,立脚期においては,裸足,AFO-
 1,AFO-2の順番で外側腓腹筋の筋活動が有意に高い値を示していた。一方,遊脚期においては,
 裸足,AFO-1,AFO-2の順番で外側腓腹筋の筋活動が高くなる傾向を示し,逆に前脛骨筋の筋
 活動は有意に低い値を示していた。また,立脚初期の背屈方向補助モーメントは,立脚中期以降
 の筋活動にも影響を及ぼすことが示された。
 提出論文は,AFO使用による片麻痺歩行時の麻痺側'下腿筋活動および身体運動の変化を実証
 的に示しており,更には装具機能の違いによるそれらの変化をさらに詳細に明らかにしている。
 よって,学位授与に十分値するものと判断された。
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